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２．研究内容

１．研究目的
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　これまで工場の生産管理記録は作業者によって行われていたが，記録がライン単
位である点やリアルタイム性が乏しい点が課題であった．本研究では，個々の加工
機の稼働状況をリアルタイムで自動管理するシステムの構築と，稼働状況のデータ
や蓄積したデータを利用するための可視化アプリケーションの開発を行う．これに
より，従来よりも詳細な生産管理記録の蓄積や利用が可能となり，工場の製品製造
工程における課題の抽出や業務の効率化・改善が期待できる．

　加工機8台に本システムを導入した．マスタマイコンにより8台分のエッジマイコ
ンのデータ収集，書き込みに要した時間は１秒未満であり，システムを導入したラ
インの記録を行うには十分な時間であった．また，DBの記録について作業者の記
録と一致していることを確認した．今後は，導入する加工機の台数の増加に対する
システムの信頼性の評価や向上が必要である．

　蓄積するデータは10分間の生産数，刃具交換時間，刃具交換時加工数，自動運転
時間，運転停止時間，運転停止回数及び異常停止回数である．はじめに加工機一台
ごとに設置した情報取得用のエッジマイコンにより加工機の稼働状況の情報を取得
する．エッジマイコンで取得した情報は1秒ごとにデータ収集・集計用のマスタマ
イコンが収集し，10分ごとのデータとして集計されたのちにDBサーバ用PCのデー
タベースに送られ記録される(図1)．また，マスタマイコンはディスプレイ表示用
PCに現在の稼働状況のデータを送り，作成した可視化アプリケーションで工場内
のディスプレイに現在の加工機の状態をリアルタイムに表示する（図2）．

図１ システム概要 図２ 工場内ディスプレイ表示風景


